
排気測定サンプリング箇所（1 期施設）

．

＜排気＞

洗浄施設（一次、二次、判定洗浄装置）

＜換気＞

Ａ：抜油、粗洗浄の

グローブボックス (ｺﾝﾃﾞﾝｻ) 

Ｂ：抜油、粗解体の排気フード

Ｄ：二次洗浄装置、      
三次洗浄装置、判定洗浄装置

Ｅ：溶剤蒸留回収装置

Ｃ：一次洗浄装置

排気処理装置 活性炭
処理

排気処理装置 活性炭処理

＜局所排気＞

分解施設（液処理設備）

分離施設（真空加熱分離装置）

Ｆ：真空加熱分離装置

Ｉ：後処理槽№１

Ｈ：反応槽№２

Ｇ：反応槽№１

Ｌ：遠心分離機

Ｋ：濾過待受槽

Ｊ：後処理槽№２

Ｍ：汚染油受槽、

PCB濃度調整槽 

レベル3

№４：グローブボックス室

№２：解体・分別室、破砕室 

№１：粗解体室

№６：液処理室、溶剤蒸留回収室

№５：二次洗浄・真空加熱分離室

№３：管理区域以外のPCB廃棄物取扱区域

排気処理装置 活性炭処理

排気処理装置

排気処理装置 

排気処理装置

排気処理装置

活性炭処理

（非常用）

：サンプリングポイント

排気処理装置 活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

レベル2 レベル１

№４：一次洗浄室、検査室、

スクラバー室

管理区域

活性炭
処理

活性炭
処理

活性炭
処理

活性炭
処理

排気処理装置 活性炭処理 吸着塔

1G1 

1G2

1G5

1G4

1G6

排気処理装置

排気処理装置

排気処理装置

排気処理装置

排気処理装置

排気処理装置

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理 活性炭処理

活性炭処理 活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

分析室 

1G7
活性炭処理

＜分析換気＞

内は稼働を終了した系統
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排気測定サンプリング箇所（２期施設）

．

前処理設備（特殊解体、TCB分離、
溶剤蒸留回収、中間処理等）

Ｃ：TCB分離・減圧蒸留 

分解施設（液処理設備）

分離施設（真空加熱分離設備）

Ｆ：真空加熱分離設備

Ｉ：反応槽

Ｈ：濾過待受槽・固液分離系

Ｇ：PCB 原料槽

Ｌ：洗浄槽

Ｋ：蒸発機

Ｊ：後処理槽

：サンプリングポイント

Ａ：特殊解体の排気フード他

Ｂ：溶剤蒸留回収 

Ｄ：中間処理（高濃度ﾍﾞﾝﾄｶﾞｽ）

Ｅ：中間処理（低濃度ﾍﾞﾝﾄｶﾞｽ）

Ｍ：ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 1 号機排気

分解施設（ﾌﾟﾗｽﾞﾏ溶融分解設備）

2G4

2G5

2G6

Ｎ：ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 2 号機排気

排気処理装置

排気処理装置

排気処理装置

活性炭処理

活性炭処理

排気処理装置 活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

排気処理装置

排気処理装置

排気処理装置 活性炭処理

2G1

2G2 

2G3

2G7-1

排気処理装置 活性炭処理
2G7-2 

＜換気＞

管理区域

排気処理装置 活性炭処理

排気処理装置 活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

活性炭処理

2G8

レベル3 レベル2 レベル１

№３：真空加熱分離処理室、ｽｸﾗﾊﾞ室、

中間処理・溶剤蒸留室、VTR ｼｬﾜｰ油室

№２：ﾌﾟﾗｽﾞﾏ前処理室、基幹物流室、 
ﾄﾞﾗﾑ缶受入供給室、ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 1号機分解炉室 

№１：特殊解体室

№４：液処理室、TCB分離・減圧蒸留室、
ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 1 号機ｽﾗｸﾞ冷却室、運転廃棄物保管室
ｻﾝﾌﾟﾘﾝｸﾞ室

№６：受入室

№５：ﾌﾟﾗｽﾞﾏ固形物判定待室、荷捌室、
ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 1 号機排気処理室、検査室

№１：仕分室

№１：特殊解体室（解体ブース）

№７：ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 2号機分解炉室、 
ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 2号機ﾄﾞﾗﾑ缶受入供給室 

№８：ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 2 号機ｽﾗｸﾞ冷却室、ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 2 号
機排気処理室、ﾌﾟﾗｽﾞﾏ 2 号機固形物搬送装置

活性炭処理

活性炭処理

排気処理装置 活性炭処理

排気処理装置 活性炭処理 活性炭処理

排気処理装置 活性炭処理

排気処理装置 活性炭処理

排気処理装置 活性炭処理

排気処理装置 活性炭処理

活性炭処理

2G9
活性炭処理分析室 

＜分析換気＞
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■トラブル事象（令和2年8月～12月）

No. 発生日 発生場所 概　　要 対応状況

1
8月31日

14時25分

2期・2階
低濃度分析室

低濃度分析室No3ドラフトチャン
バー前の天井の一部が2ｍ四方の
範囲で落下。
No3ドラフトチャンバーでの作業はし
ていなかったが直ちに低濃度分析
室の入室を禁止。
ドラフトチャンバー内の負圧は正常
範囲であることを確認。

天井内の排気ダクトに結露が見られ落下した天井板も膨潤
していたことから、結露が原因によるものと判明。
応急措置として、天井の開放部に防水シートを張り、すき間
を養生テープで塞ぐとともに、周辺の天井板にビスを打ち込
んだ後に、天井内の排気ダクトの仮保温工事と作業場所上
部のビス止め補強工事を施工。
恒久対策として、天井裏ダクトの断熱工事を施工するととも
に、天井内部の点検による経過観察を実施。

2
9月3日

9時30分

1期・1階
破砕室

始業前点検で破砕室の天井の一部
に約50cm角の剝離を発見。
直ちに当該箇所付近の立入を禁
止。
破砕室内の負圧は正常範囲である
ことを確認。

給気ダクト吹き出し口付近に結露跡があったことから、室温
と給気温度の温度差による結露が原因によるものと判明。
応急措置として、天井吹き出し口の下部にセーフティネット
等の仮設工事を施工。
恒久対策として、既存の天井材の下側に、新たな天井材（ケ
イカル板）をネジに加えワッシャで固定する補強工事を施工
するとともに、天井内部の点検による経過観察を実施。

■ヒヤリハット事例（令和2年1月～令和2年12月）

 北九州PCB廃棄物処理施設のトラブル事象等

・同様の事案が続いたことから、施設全体の緊急的な点検を実施。緊急対応が必要な箇所は無かったが、安全サイドに立って天井材等
の更新工事を計画し、工事完了。

”実体験”は、提案者が現場で体験してヒヤリ・ハットした事象であり、”仮想”は、提案者が現場で、もしかしたら発生するのではないかと考えた事象。

資料２

墜落・転落 0
転倒 0 激突 0

飛来・落下 0

崩壊・倒壊 0

激突され 1

はさまれ・巻き

込まれ 0

切れ・こすれ 0

高温・低温の物

との接触 0

感電・火災 0
有害物との接

触 0

交通事故 0

動作の反動・無

理な動作 1

破裂 0

漏洩 1

熱中症 0

その他 2

墜落・転落 9

転倒 38

激突 25

飛来・落下 16崩壊・倒壊 4激突され 4
はさまれ・巻き

込まれ 11
切れ・こすれ 9

高温・低温の物

との接触 8

感電・火災 3

有害物との接触
3

交通事故 3

動作の反動・無

理な動作 15

破裂 3

漏洩 7

熱中症 5 その他 20

小計

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２

1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 5

13 12 11 10 12 10 19 16 12 12 9 11 147

年

月

実体験

仮想

Ｒ２年

実体験 仮想
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